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※過去に発生した地震の名称については、基本的には気象庁が命名した地震名称に準ずる

ものとするが、下記５地震についてはそれぞれ以下の呼称を用いて示す。 

 1978 年宮城県沖地震：以下、「昭和 53 年宮城県沖地震」という。 

 平成７年（1995 年）兵庫県南部地震：以下、「阪神・淡路大震災」という。 

 平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震：以下、「平成 16 年新潟県中越地震」という。 

 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震：以下、「東日本大震災」という。 

 平成 28 年（2016 年）熊本地震：以下、「平成 28 年熊本地震」という。 

 

※参考文献についてはＰ11-２以降に取りまとめている。 

  




